
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よってけし認定 NPO法人までの道！！ 

認定 NPO法人とは？ 

 

NPO法人の主な収入源は、助成金、寄付金、事業収益から成り立っています。ほとんどの NPO法人は

助成金、寄付金に頼らざるを得ません。 

特定非営利活動法人は特定非営利活動法人促進法（NPO 法：平成 10 年 12 月 1 日施行）により、運

営基準などが定められています。NPO 法人の本来の「社会をよくする活動」「地域を豊かにする」などの

目的を達成図る手段として国が推進している事業の一つです。 

認定 NPO 法人制度は、認定 NPO 法人になることで社会的信用を得、応援して下さるサポーターを募

り、寄付金によって事業運営を安定化、寄付する側にも税制上の優遇を促すことで NPO 法人を寄付で応

援する制度です。 

                            参考： 内閣府 NPOホームページ 

認定 NPO法人 メリット・デメリット 

 

メリット① 寄付者の税制控除ができる 

メリット② 法人側の税制控除ができる 

メリット③ サポーターが増えることで運営が安定しやすい 

 

デメリット 毎年会計監査が実施され、監査の項目内容が詳細 

⇒しかし、このデメリットは法人側の問題。裏を返せば… 

★しっかりとした運営が求められる 

★社会的信用度が高い                    結局のところ 

★行政との連携も図りやすくなる            法人にとってもメリットになる！！ 

よってけしが認定 NPO法人を申請した理由 

 

よってけしの運営は先にあげた収入源と同様、主に助成金を申請し運営しています。この他、寄付金事

業収益もありますが全体収益は赤字に近い金額です。よってけし商品も道の駅などで販売、お助け隊活動

をしていますが、ほとんどがボランティアの方にご協力をいただいての運営です。ボランティアの確保が

急務でもあります。 

よってけしの本来の目的は「地域の助け合い、つながり合い、生きがいづくり」を NPO法人として清

川村の活性化の担い手として活動することです。NPO法人は地域貢献の目的もありますが、安定した事

業運営がなければ、次のステップに移れません。長期的に事業を運営、展開していくためには認定 NPO

法人の必要性を感じ申請取得をいたしました。 

サポーターが増え、一緒に活動して下さる方も増え、事業収益も増えることで、運営の安定を図り、地

域に貢献、共生社会への活動を推進していくことを念頭によってけしは前を向き進みます。 

特定認定 NPO法人 

2018年度に認可された数 

全国 45団体（神奈川県内 2

団体） 

よってけしは厳しい審査を通

過しました。 



 
よってけしからのメッセージ 

 

よってけしは、今年度新しい事業をスタートさせます。 

村の良さを感じられる拠点として河原地区の古民家で活動をします。傍からみれば、不思議な活動に思

われるかもしれません。しかし、地域を巻き込んで、人を巻き込んで地道な活動を実践していくことで、

社会は変革していくと思います。 

まだ先と思っていた 2020年の東京オリンピックはもう来年。2040年まだまだ先・・・なんて思い

ますが、あっという間にその時代はやってきます。 

最近のニュースでは、未来のことが不安になる様なことばかり。今が良ければ先のことなんて・・・、

国がどうにかしてくれる・・・、つながりがなくて将来どうしよう不安・・・など皆様が感じていること

は様々だと思いますが、よってけしは先が見えない未来の不安を考えているよりかは、未来に備えること

を実践しながら活動をしていきたいのです。 

サポーターが増え、一緒に活動して下さる方も増え、事業収益も増えることで、運営の安定を図り、地

域に貢献、共生社会への活動を推進していくことを念頭によってけしは前を向き進みます。 

 

 

寄付金については、寄付控除を受けられます。 

よってけしからは、寄付金の領収書をお渡しいたします。

いつでもスタッフにお声掛けください。 

みなさまからの応援お待ちしております。 

寄付の方法 


